






























































男 女 男 女
f ％ f ％ f ％ f ％ 
有 り 7 7.7 
゜
27 48.2 24 28.9 
無 し 81 89.0 110 97.3 20 35.7 49 59.0 
不 明 3 3.3 3 2.7 ， 16.1 10 12.0 
計 91 113 56 83 
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表 1 特別運動プログラムと自主性の育成 (M.A)
: 
男 女
ア イ ア イ
f ％ f ％ f ％ f ％ 
I 11 37.9 22 55.0 20 34.5 17 38.6 
1I 15 51.7 11 27.5 37 63.8 28 63.6 
m 6 20.7 1 1 27.5 23 39.7 12 27.3 
不 明 4 13.8 ， 22.5 5 8.6 3 6.8 
計 29 40 58 44 
注 1) ア：特別運動フ゜ログラム参加者
イ：特別運動プログラム非参加者の日常活動
注 2) I :自主性が育成されたと考えられる者
1I :体育経営としては好ましいが，自主性が育成されたとは判定できない者
rn ：自主性が育成忘れなかったと考えられる者
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 図 2 日常活動と自主性の育成 (M.A) 女子
表 2 特別運動プログラムと日常活動での指導内容 (M.A)
二— 男 女ァ ィ ァ ィf ％ f ％ f ％ f ％ 
A) トレーニング種目の選び方等 15 51. 7 22 55.0 22 37.9 22 50.0 
B)からだの動かし方等 8 27.6 27 67.5 24 41.4 36 81.8 
C)マナー，協力的態度等 7 24.1 7 17.5 10 17.2 12 27.3 
D)体力測定等 12 41.4 14 35.0 31 53.4 18 40.9 
不 明 5 17.2 2 5.0 7 12.1 3 6.8 






















巨 B指導を受けた者 N=60 












表 3 特別運動プログラムの指導内容と lIの育成 (M.A)
: 開戸
男 女
l[ I[以外 r ]I以外
f ％ f ％ f ％ f ％ 
A ， 60.0 4 40.0 12 32.4 ， 56.3 
B 4 26.7 2 20.0 21 56.8 2 12.5 
C 5 33.3 2 20.0 8 21.6 2 12.5 
D 8 53.3 4 40.0 24 64.9 6 37.5 
不 明 1 6.7 2 20.0 1 2.7 3 18.8 
計 15 10 37 16 
注 1) I :体育経営としては好ましいが，自主性が育成されたとは判定できない者
























って Iが育成されやすいこと（表 4)，さらに，前に疑問として残されていた Bの指導と自主
性の関係についても， Bの指導は Ilを育成しやすいとの有意な差がみられた。さらに，指導内
容と主体的条件と自主性の育成の関係をみた結果，女子の29才以下の者は， A, B, C, D, 
表4 日常活動での指導内容と Iの育成 (M.A)
こ
男 女
I I以外 I 







18 75.0 8 66.7 13 








24 12 21 



















表 5 主体的条件と Iの育成 女子・年令
19才以下 I20オ代 30オ代 40オ代 50オ代 不 明
: I 1:: I ;1 1:: I : I :：I 1: I 雰：~ I 1 I 2.1 
I :自主性が育成されたと考えられる者





A B C D 
29才以下 30オ以上 29才以下 30オ以上 29才以下 30オ以上 29才以下 30才以上





1 20.0 12 44.4 2 11.8 16 51.6 1 25.0 8 72.7 1 10.0 ， 
5 100 15 55.6 13 76.5 21 67.7 3 75.0 6 54.5 9 90.0 10 
4 80.0 7 25.9 10 58.8 4 12.9 3 75.0 2 18.2 7 70.0 
5 27 17 31 4 11 10 







表 7 利用距離（所要時間） 女子
: f 
~ 10分 30 
~ 20分 20 
~ 30分 5 
~ 40分 5 
~ 50分 5 




％ f ％ f 
45.5 22 44.0 46 
75.8 16 76.0 34 
83.3 2 80.0 11 
90.9 4 88.0 10 
98.5 5 98.0 5 
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